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小学生体操教室での、平均台 の練習

水　緑　文化

親子体操教室でのマット 運動

決めたぜ､ぼくの得意技

小学生体操教室・親子体操教室

子供たちの笑顔と歓声かあふれます

う
っ

と
う
し
い
梅
雨
の

季
節

。
で

も
、

運
動
公

園
の
体
育
室
で

行
わ
れ
て

い
る

体
操

教
室

で
は
、
子

供
た
ち
の
元

気
な

姿
が
見

ら
れ
ま

す
。

こ
の
日

、「
小

学
生
体
操

教
室
」
で
は

平
均

台
が
、「
親
子

体
操
教
室
Ｌ

で
は
リ

ズ
ム
体
操
や
マ

ッ

ト
運
動
が

行
わ
れ
て

い

ま
し

た
。

親

子
体
操
教
室
で

は
、
三

歳
児

の
子

供
と

そ
の

親
が
ペ
ア

を
組
ん
で

、
い
ろ

い

ろ
な
種
目
に
挑

戦
。
親
子
の

ふ
れ

あ

い

も
で
き
、
友
だ

ち
を
増
や

す
チ

ャ
ン

ス
に

も
な
り
ま

す
。

小

学
生

体

操
教
室
で
は
、

体
操
好

き

の

子
が
集
ま
り

、
仲
良

く
練
習
。
難
し

い

種
目
に

も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て

い

ま
し
た
。

指
導
に

あ
た
っ

て
い

る
の

は
、

健
康

体
操
指
導
者

協
議
会
の

皆
さ
ん
。
子

供

た
ち
の
笑
顔

を
見

て
い

る
と
、
疲

れ
も

忘

れ
て
し
ま

う
と
か
。

毎
回
申
し

込
み
が
多

く
、
抽
選
に

な

る
こ

と

も
あ
り
ま
す
が

、
多
く
の

皆
さ

ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す

。

両
教
室
と

も
、
次
回
は

秋
に
開
催
の

予
定
で
す

。

市役所の代表電話は　66-11
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広報まつど[2]ａ 滲Ｄど(2)第７８３号

（
仮
称
）
松
戸
市
文
化
会
館

愛
称
は
森
の
ホ
ー
ル
2
1
に

工事が進む文化会館(写真中央部・21世紀の森と広場内)

総
合
公
園
「
二
十
一
世
紀
の

森
と
広
場
」
の
中
に

建
設
中
の

松
戸
市
文
化
会
館
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ

る
施
設
に
な
る
こ
と
を
願
い

、

広
報
ま
つ

ど
４
月
５
日
号
の

紙

上
で

、愛
称
を
募
集
し
ま
し
た

。

千
九
百
五
十
五
通
も
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た

応
募
総
数
は
、
千
九
百
五
十

五
通
。
小
学
生
か
ら
八
十
八
歳

の
お

年
寄
り
ま
で

、
幅
広
く
ご

締

め
切

り
間

際
に

パ
ツ

と

思
い
つ

い

た
こ

と
を

そ
の

ま

ま
送
つ

だ

の
で

、
入

選
す

る

と

は
、
思
つ
て
い
ま
せ

ん
で
し

た

。自
分
の
つ
け
た
愛
称
が
ず
っ

と
残

る

な
ん
て

、

う
れ
し

い

で
す

ね

。
建

物
の
完

成
が

と
て

も

待
ち

遠
し
い

で

す

。

日

時
・

７

月
2
2
日
・
2
9日

、

８

月
1
2
日
・
1
9日
・
2
6日

の

各

水

曜
日

、

午

前
９

時
～

午

後
３

時

コ

ー

ス
・

市

役
所

（

集

合
）

～

市

民

会
館

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム

室

～
公
設
地
方
卸
売
市
場
南
部

市
場
～

消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー

～

ク
リ

ー
ン

セ
ン
タ

ー
（
昼

食
）
～
市
役
所
（
解
散
）

定
員
…
各
回
二

十
人
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費
用
…
無
料
（
昼
食
持
参
）

７
月
４
日

必
着
で

、
往

復
ハ
ガ
キ
に
参
加
希
望
日

（
第

二

希
望

ま

で
）
・

住

所
・

親

子

の

氏

名
・
年
齢
・
電

話

番

号

を
記

入
し

て
（
一
組

一

枚
）
、

メモをとる手も真剣に

〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-

五
松
戸
市

役
所
広
報
課
へ

意
見

を

寄
せ

て

い

た

だ

き
ま

し

た

。皆

さ

ん
か

ら

寄

せ

ら

れ
た

数

多
く

の

侯

補
作

品

の

中
か

ら

、

愛

称

選

定

委
員

会

の

審
査

の

結

果

、
「
森
の

ホ

ー
ル

」
が
入

選

作

に

選

ぱ

れ

、
愛

称

は

「
森

の

ホ

ー
ル
2
1
」

と

な

り

ま
し

た

。

選

定
の

理

由

と
し

て

、

応

募

作

品
の

中
に
「
緑
」「
森
」
と
い

う

こ

と

ば

が
多

か

っ

た
こ

と

、「
二

十

一

世
紀

の

森

と

広

場
」
の

中

に

建

設
さ

れ

る
こ

と

や

、
二

十

一

世
紀

に

向

け
て

の

時

間
的

イ

常盤平

三浦 ト キさん

表1　応募作品に使 われてい た｢
ことば｣(上位10位 まで)

広
報
ま
つ

ど
で
は
、
９

月
１

日
の

防
災
の
日
に
ち
な
み

、
８

月
2
0日
号
で

防
災
特
集
を
予
定

し
て

い
ま
す
。

地
震
な
ど
の

災
害
に
対
し

、

あ
な
た
の
家
庭
で
は
ど
ん
な
備

え
を
し
て
い
ま
す
か
。
心
構
え

な
ど
も
含
め
て

、
日

ご
ろ
の
防

メ

ー

ジ

を
取

り

入

れ
た

こ

と

な

ど

が

挙

げ
ら

れ
て

い

ま

す

。

入
選
作
「
森
の
ホ
ー
ル
」
は
、

三
浦
ト
キ
（
常
盤
平
）
、
菅
野
照

造
(
小
金
原
）
、
大
沢
祥
子
（
日

暮

）
、
小

林
幸

子
（
松

戸

新
田

）
、

こ と ば 件 数

緑（グリ ーン） 192件
文化（カルチャー） 156件
森（フォレスト ） 139件

夢（ドリ ーム） 85件
松（パイン） 79件
ユーカリ 77件

21 73件
未来（フューチャー） 62件
芸術（アート ） 58件
市民 56件

表2　応 募作品上位件数

菅
谷
み
の
り
（
八
ヶ
崎
）
の
五
氏

か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
厳
正

な
る
抽
選
の

結
果
、

三
浦
ト
キ

さ
ん
が
入
選

者
に
決

定
し
ま
し
た
。

準
入
選

作
に
は
、「
ピ
ノ
ホ
ー

作 品 名 件 数

ユーカリホ～ル 13件

グリ ーンホール 11件

松戸文化会館 10件

松戸市文化会館 ８件
松戸グリーンホール ７件

松戸ハーモニーホール ６件

21世紀会館

各5件

21世紀文化会館
レ インボーホール

松戸芸術劇場

森のホール

文化の森
未来

▲音楽向きの大ホール

▼演劇向きの小ホール

ル
」（
準
入
選

者
＝
山
本
令
子
さ

ん
・
常
盤
平
）
、
「
オ
ー
ロ
ラ
ホ

ー
ル
」
（
奥
野
葉
子
・
大
金
平

松
崎
萬
里
子
・
牧
の
原
、
宮
下

宏
幸
・
三
矢
小
台
の
三
氏
の
中

か
ら

、
抽
選
に

よ
り
奥
野
葉
子

さ
ん

が
準
入
選

者
に
決
定
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

文
化
会
館
が
完
成
し
た
あ
か

つ
き
に
は
、
愛
称
と
と
も
に
入

選
作
応
募
者
五
人
の
氏
名
を
入

れ
た
プ
レ
ー
ト
が
作
ら
れ
、
設
置

さ
れ
る
予
定
で
す
。

文
化
会
館
開
設
室

「
わ

が
街

を
守

る
消

防
団

員

フ
ォ
ト

コ

ン
テ

ス
ト
」

写
真

を
募
集

皆さ んの傑作をお待ちしています

規
格
カ
ラ
ー
か
白
黒
プ
リ
ン

ト
で
キ
ャ
ビ
ネ
か
ら
四
ツ
切
り

ま
で
　
賞
最
優
秀
賞
（
賞
金
五

万
円
と
副
賞
）
一
点
、
推
薦
（
賞

金
三
万
円
と
副
賞
）
二
点
、
特

選
（
賞
金
二
万
円
と
副
賞
）
三
点
、
準

特

選
（

賞
金

一
万

円
と

副

賞

）

五

点

、
入

選

（

副

賞
）

十

六

点

＊

応

募
者

全
員
に

景
品

を
贈

呈
。

入

賞
者
に

は

、
フ

ィ
ル

ム
原

版

を

提

出

し

て

い

た

だ

き

ま

す
（

提

出
の

な

い

場

合

は

入

賞

取

り

消

し

）
。

※
発
表
は
９
月
中
旬
、
本
人
に

通
知
。
入
賞
作
品
は
、
市
役

所
一
階
と
消
防
局
展
示
ホ

ー
ル

で

展

示
し

ま

す

。

８
月
3
1
日
ま
で
に
、
撮
影

場
所
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た

紙
を
作
品
の
裏
面
に
張
っ
て
、

郵
送
で
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸
新
田

一
一
四
-
五
松
戸
市
消
防
局
総

務
課
（
6
3
-
1
1
1
1
番
）
へ

通
行

量
調

査
の

ア

ル
バ

イ
ト

を
募

集

日
時
８
月
２
日
・
３
日

午
前
８
時
～
午
後
７
時
　
調
査
場

所
松
戸
駅
な
ど
主
要
駅
周
辺

ア
ル

バ

イ
ト

料

一
日
八

千
円

（
交
通
費
込
み
）
　
対
象
二
日

間
と
も
勤
務
可
能
な
学
生
（
高

校
生
不
可
）
お
よ
び
主
婦

電
話
で
、
松
戸
商
工
会
議
所
　

6
4
-
3
1
1
1
番
へ

市

立

病
院
パ

ー
ト
職

員
募

集

職
種
放
射
線
技
師
・
臨
床
検

査
技
師
各
一

名
　
対
象
四
十
歳

ぐ
ら
い
ま
で
の
有
資
格
者
　
勤

務
時
間
午
前
８

時
3
0分
～
午
後

５

時
（
応
相
談
）

※
面
接
と
健
康
診
断
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
市
内
の
医
療
機

関
に
勤
務
し
て
い
る
人
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

。

市
立
病
院
庶
務
課
人
事
係
　

6
3
-
2
1
7
1
内
線
２
４
１
３

番パ

ー
ト

看

護
婦
（
正

看
護

婦
）

募

集業
務
内
容
集
団
予
防
接
種
の

介
助
お
よ

び
事
務
　
対

象
四
十

歳
未
満
の
人
・
若
干

名
　
採
用

面
接
に
よ
る

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

国
民

健
康

保
険

料
の

収
納
員

募
集応

募
期
限
６
月
3
0日
　

対

象
心
身
と
も
に
健
康
で

、
収
納

業
務
に
専
念
で
き
る
人
・
若
干

名
　

担
当
地
区
高
塚
新
田
・
河

原
塚
・
古
ヶ

崎
ほ
か

国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
収

納
係

市
立
保
育
所
臨
時
保
母
・
給

食
パ
ー
ト
募
集

職種 産休・育休代替保母 給 食 パ ート

対 象
保母・幼稚園の資格・免許を持つ、55
歳くらいまでの人

健康で保育こ熱意のある人も可
50歳くらいまでの健康な人

勤務時間

月曜～金曜､午前８時3}分～午後５時
(午前、午後のみの勤務も可)

土曜､午前８時30分～午後０時30分　
(隔週勤務も可)

月曜～金曜
午前９時～午後３時

賃金 時給840 円 時給760円

交 通 費 １ヵ月７,５００円まで支給

勤務場所 市内公立保育所

保
育
所
課
管
理
係

夏
休
み
親
子
市
政
見
学
会

参
加
者
を
募
集

募集します

わが家の防災対策

災
対
策
を
教
え
て
く
だ
さ

い

。
広
報
紙
上
に
紹
介
さ

れ
た
方
に
は
、
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

７
月
2
0
日
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
封
書
で
、

ご
意
見
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
-
五
松
戸
市
役
所
広

報
課
へ

一 一一一
あ な た の 家 庭 は 大 丈 夫 ？



1992 年(平成４年)６月２０日　　 ‾(3)広報まつ
ど

気軽にご相談ください

６

月
定
例
市
議
会
が
、
６

月
９
日

か
ら
1
9日
ま
で
開
か

れ
、
本
会
議
と
委
員
会
で
慎

重
に

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ

ま
し

た
。

主
な
議
案
は
、
次
の
と
お

り
で

す
。

条

例

の

一

部

改

正

▽
松
戸
市
北
山
市
民
会
館
設

置

条

例

・
北

山

市

民

会
館

と

斎

場
の

総

合

的

な

管
理

健
康
推
進
員
は

身
近
な
健
康
の
相
談
相
手

何キロ になつたかな(衛生会館での育児教室)

健
康
推
進
員
は
、
妊
婦
や
乳

幼
児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、

市
が
行
っ
て
い
る
母
親
学
級
や

育
児
相
談
・
健
康
診
査
を
勧
め

た
り
、
成
人
を
対
象
に

、
成
人

病
予
防
の
た
め
の
各
種
が
ん
検

診
・
健
康
診
査
・
健
康
教
室
の

案
内
を
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の

身
近
な
健
康
の
相
談
相
手
で
す
。

健
康
問
題
に
つ
い
て

、
分
か

ら
な
い
こ

と
が
あ
る
と
き
、
困

っ
た
こ

と
が
あ
る
と
き
は

、
お

近
く
の
健
康
推
進
員
に
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

現
在
、
健
康
推
進
員
は
二
百

二
十
九
人
い
ま
す
が
、
そ
の
う

ち
四
十
七
人
は
、
今
春
委
嘱
さ

れ
た
人
た
ち
で
す
。
新
し
く
委

嘱
さ
れ
た
人
は
、
次
の
通
り
で

す

。〔
松

戸

方
面

〕
小

島
可

代
子

、

中

村

美

代

、
星

雅

子

、

高
椙

味

子

、

上

野

矢
須

、

田

久

保
美

紗

子

、
深

澤

妙
子

、

中

村

芳
子

、

及

川

美

智
子

、
宇

梶

京
子

、

鈴

木

冨

美
子

、
屋

比

久

信
子

、

清

水
ま

さ
子

、
西

見

和

子

、
國

井

み

ど

り

、

白
鳥

ひ

さ

じ

、
齊

藤

豊
子

、
伊

東

一
子

（
小

金

方
面

）

齊
藤

敏

子

、
石

井

君

子

、
田

中

を
図
る
た
め

▽
松
戸
市
市
税
条
例
（
専
決

６月定例

市議会

終わる

い
、
個
人
市
民
税
均
等
割

の
非
課
税
基
準
額
等
の
引

き
上
げ
を
図
る
と
と
も
に

市
街
化
区
域

農
地
に
係
る

固
定
資
産
税
等
の
徴
収
方

法
に
特
例
を
設
け
る
た
め

契

約

の

締

結

▽
ニ
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
　
　

（
仮
称
）
バ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
新
築
工
事

竹ヶ花西町

鈴木 俊子さん

恵
子
、
宮
本
由
紀
子
、
嶋
野
ひ

ま
子
、
志
村
隆
子
、
澤
田
典
子
、

粟
津
千

惠
子
、
齊
藤
庸
子

、
鈴

木
良
子

、
山
ロ
サ
チ
子
、
福
島

春
子
、
岩
峯
誠
子
、
市
橋
敬
子
、

江
尻
ス
エ
子
、
伊
藤
多
喜
子
、

小
林
富
枝
、
荒
川

洋
子
、
辻
光

家

庭

を

訪

問
し

て

、

赤
ち

ゃ
ん

や

幼

児
の

健
康

相

談

を

行

っ

て

い

ま

す

が

、
健

康
で

す

く

す

く

と

育

っ
て

く

れ

る

の

を

見

る

と

、
と

て

も

う

れ

し

い

で

す

ね

。

お

母

さ

ん

方

も

、
一

人
で

悩
ま

ず
ど

ん

ど

ん
気

軽

に

相

談
し
て

ほ
し
い

と

思
い

ま

す
。

私

自
身

も

、

た
く

さ

ん
の

人

に

会
え
て

と
て

も
勉

強
に

な
り

、
や

り

が
い

を

感

じ
て

い

ま

す

。

枝
、
彦
坂

正

子
〔
常

盤

平
方

面

〕

山

野
辺

春
江

、
日

暮
和

子

、
佐
々

木
き
み
、
斉
藤
信
子
、
中
嶌
鈴

江
、
小

野

千

枝
子

、
笹

本
光

子

、

中

島

満
里

子

、

齊

藤
太

子

（
敬

称

略

）

健

康

管
理

課

保

健
計

画

係

児
童
扶
養
手
当
等
の
額
改
定
に
伴
い

お
手
持
ち
の
証
書
を
交
換
し
ま
す

４

月

か

ら

児
童

扶

養

手
当

・

特
別

児

童

扶

養
手

当

の

額

が

引

き
上

げ
ら

れ

ま
し

た

。（
下

表

）

そ

れ
に

伴

い

、

現
在

お

持
ち

の

証

書
と

８

月

期
分

の

証

書

を

交

換
し

ま

す

の
で

、

期
間

内
に

証

書

を
提

出

し
て

く
だ

さ
い

。

※

特
別

障

害

者
手

当

等

の

額

も

引
き

上

げ

ら

れ
ま

し

た

。

父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

児
童
養
護
費
を
助
成

対

象

婚

姻

解

消

・
死

亡

・

生

死
不

明

な

ど

の
た

め

、
母
に

養

育

さ

れ
て

い

な
い

義

務

教

育
終

了

前
の

児

童

を

養

育

、
世

話

を

し

て

い

る

父

が
、
出

張
・
病

気
・

入

院
な

ど

の

事

情
で

、
一

時

的

に

児
童

の

養

育

、
‘
世

話

を

家

政

婦

な
ど

に

委

託
し

、
報

酬

を

支

払
っ
た
場
合
（
所
得
制
限
あ
り
）

助
成
日
数
一
ヵ
月
で
五
日
以
内

助
成
額
一
日
五
千
二
百
円

二

時
間
六
百
五
十
円
以
内
）
を
限

度
に
助
成
　

必
要
書
類
費
用
の

支
払
い
明
細
書
や

領
収
書
・
所

得
証
明
書
な
ど

援
護
課
援
護
係

手 当 旧支給額 新支給額

児童扶養

手当

全部
円

37,000
円

38,220

一部 24,770 25,590

特別児童扶養手当

1級 44,900 46,390

2級 29,930 30.930

特別障害者
手当

23,450 24,230

障害児

福祉手当
12.750 13,180

福祉手当
(経過措置)

12,750 13,180

※平成４年４月がら

児童手当現況届

(更 新手続 き)

受 け付け中

児

童

手
当

を

受

給
し

て

い

る

人

は

、
６

月

中

に

児
童

手

当

現

況

届

の

提

出

を

し

て

く

だ

さ

い

。

提

出

が
な

い

と
６

月

分
以

降

の

支

払
い

が

受

け
ら

れ

ま
せ

ん

の
で

、

ご
注

意

く
だ

さ

い

。

提

出

期
限
・

６

月
3
0
日

受

付

場
所

・
各

支

所

・
援

護

課

窓

口

援

護

課
援

護

係

あ
な
た
の
健
康
　
1
7
4

健
康
の
た
め
に
は
適
度
な
運
動
が
必
要

と
、
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

し

か
し

、
何
を
や
っ
て
い
い
の
か
迷
っ

て
し

ま
い
ま
す
。

ま
ず
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

グ
か
ら
始
め
て
く

だ
さ
い

。

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
と
は
体

の
筋
肉
や
腱
（
け
ん
）
を
意
識
的

に
伸
ば
す
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
な
体
操
が
工
夫

さ
れ
ま
し
た
。

体
操
と
い
っ
て
も
、
弾
み
を

つ
け
て

や
る
の
で
は
な
く
、
背

伸
び
す
る
よ

う
に
、
ゆ
っ
く
り

気
持
ち
良
い

程
度
に
伸
ば
す
の

で
す
。

ス

ト
レ

ッ
チ
ン
グ
は
、
仕
事

や
家
事
の
合
間
に
手
軽
に
で
き

ま
す
。ほ

ん
の
二
、
三
分
の
暇
を

見
つ

け
て
い
つ

も
や
る
の
が
良

い
の
で
す
。
継
続
し
て

行
う
こ

と
に
よ
り
、
効
果
が
表
れ
ま
す
。

え

ば
便
秘

が
治
る
）
⑤
筋
肉
は
精
神
的
ス

ト
レ
ス
で
も
硬
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
ほ

ぐ
し
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散
で

き
ま
す
。

実

施

上

の

注
意

点

ｽトレッチングのすすめ

効

果

①
け
が
の

予
防
②
筋
肉
痛
の
予
防
③
柔

軟
性
を
高
め
る

④
腰
痛
・
肩
こ

り
な
ど
の

回
復
⑤
脊
（
せ
き
）
柱
を
柔
軟
に

す
る
こ

と

で
、
内
臓
の
働
き
を
整
え
活

発
に
す
る
（
例

①
ま
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
。

筋
肉
が
緊
張

状
態
に

あ
る
と
、

筋
肉
は
伸
び
に
く
く
な
り
ま
す
。

入
浴
後
な
ど
体
が
少
し
温
ま
っ

た
と
き
が
良
い
②
弾
み
（
反
動
）

を
つ
け
ず
、
ゆ
る
や
か
に
伸
ば

す
。
急
に
伸
ば
す
と
、
反
射
的
に

筋
肉
が
つ
っ
た
り
す
る
③
伸
ば

す
度
合
い
は
個
人
に
合
っ
た
程

度
で
。
柔
軟
性
に
は
個
人
差
が

あ
る
の
で
、
心
地
良
い
痛
み
を

感
じ
る
と
こ
ろ
ま
で
で
す
④
ス

ト
レ
ッ
チ
感
で
伸
ば
せ
る
最
大

の
位
置
を
し
ば
ら
く
（
二
十
秒
～
六

十
秒
）
保
ち
続
け
る

⑤
呼

吸
は
止
め
な
い
で
、
正

常
に
保

つ

⑥
伸
ば
し
て
い
る
筋
肉
に
意

識
を
集
中
さ
せ
る
。

次
に
示
す
図
は
ほ

ん
の
一

部

で
す
が
、
参
考
に
し
て

、
少
し
ず
つ

始
め

て
く
だ
さ
い
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

処
分
の
報
告
及
び
承
認
）

・
地
方
税
法
の
改
正
に

伴

銀
行
振
り
込
み
で
受
給
し
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
。

交

換

期
間
・

７

月
１

日

～
1
5日

場
所
・
児
童
扶
養
手
当
＝
援

護
課
窓
口
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
＝
し
あ
わ
せ
課
窓
口
（
問
い

合
わ
せ
も
同
じ

）
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水
環
境
管
理
基
本
計
画

期
間
は
2
0
年
を
設
定

市
で
は

、
市
内
河
川
の
水
質

浄
化
や
地
下
水
の

保
全
、
河
川

周
辺
の
整
備
事
業
な
ど
、
水
に

か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

実
施
し
て
い

ま
す
。

基
本
計
画
は
、
そ
れ
ら
の

施

策
を
総
合
的
・
体
系
的
に

推
進

す
る
た
め
、
水
質
の
浄
化
だ
け

で
な
く
、
都
市
機
能
の

中
で

の

川
の
あ
り
か
た
を
考
え
た

、
将

来
の

水
環
境
づ
く
り
の
基
本
姿

勢
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

快
適
な
水
環
境
づ
く
り
の
計

画

期
間
と
し
て

、
今
年
か
ら
二

十
年
間
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、

水
質
浄
化
な
ど
に
つ
い
て

は
、

緊

急
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

基本計画の体系

ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
は

、
市
内

三
千
世
帯
を
対
象
に
、
無
作
為
・

郵
送
で
行
い
ま
し
た
。
回
答
数

は
千
百
四
十
件
で

、
回
答
率
は

三
八
％
で
し
た
。

川

の
き
れ

い
さ

半

数
以
上

が
不
満
足

『
市
民

の

ま
ち

づ

く
り

観

（
表
１

）」
に
つ
い
て
は

、
六
〇

％

の
人
が
「
不
便
で

も
静
か
で

快
適
な
ま
ち
」
を
望
ん
で
お
り

「
騒
々
し

く
て
も
活
気
あ
る
便

利
な
ま
ち
（
二
九
・
二
％
）
」

を
大
き
く
上

回
っ
て
い

ま
す
。

『
松
戸
市
の
ま
ち
の
よ
さ
』

の

問
い
に
は
「
交
通
や
買
い

物

の

便
利
さ
」
を
挙
げ
る
人
が
一

番
多
く
、
次
い
で

「
自
然
環
境

の
よ
さ
」
に

魅
力
を
感
じ
て
い

る
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
便
利
さ

と
自
然
の
調
和
を
求
め
て
い
る

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

『
市
内
環
境
に
対
す
る
満
足

度
』
で

は
、
環
境
一
般
で
満
足

度
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
『
川
の

き
れ
い
さ
』
に

つ
い
て

は
、
六
〇
％
の
人

が
不

満
足
と
答
え
て
い

ま
す
。

一
人
ひ

と
り
の

心
掛

け
と
協
力
を

『
市

内
河

川

の

将

来

像

』
で

は

、
「
き

れ

い

な

水

の

流

れ

る

川

」

を

、

最
も

望

ん
で

お

り

、

次

い
で
「
散
策

の

楽
し

め

る
川

」

「
は

ん
ら
ん

の

心
配
の

な
い

川
」

の

順
に

な

っ

て
い

ま

す
。

『

生
活

雑

排
水

対

策

の

役

割

分
担
（
表

２
）

』
で

は

、
七
〇

％

の

人

が

「
市
と

市
民

の

協

力
」

が

大

切

と

答
え

て

い

ま

す

。

河

川

汚

濁
の

原

因

の

八
〇

％

は

生

活

雑

排

水
で

す

。

き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
心
掛
け
と
協
力
が
重
要
で
す
。

家庭でできる水質浄化対策

１。調理くずや食べ残しなど細かいも のも回収しましょう

市民 の まちづ く り観　 表 １

生
活
雑
排
水
対
策
の
役
割
分
担

表
２

根本

鈴木 享子さん

毎
日
の
よ
う
に
坂
川
の
そ
ば
を
通
つ
て
い
ま
す

が
、
排
水
口
か
ら
洗
剤
な
ど
の
泡
が
た
く
さ
ん
出
て

い
る
の
が
目
立
ち
ま
す
。
川
に
直
接
ご
み
を
捨
て
る

人
も
い
る
よ
う
で
す
。

や
は
り
、
私
た
ち
み
ん
な
が
気
を
付
け
て
、
早
く

き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
し
た
い
で
す
ね
。

２．食器やナベは油などをふき取　

ってから洗いましよう

３．洗たくには粉石けんなど無リ

ンのものを計量して使いましよう

４．敷地内の排水マスのごみをこ

まめに取り除きましよう

５．浄化槽の定期的な保守点検を

受け、適切な清掃を行いましよう

排水マスの清掃

相談のご 案内7・8月
相談はすべて無 料です。お気軽にご 利用を。

相 談 名 日 時 会 場

経営融資相談

商工課振興係

7/10

午前10時30分~午後3時3
0分

馬橋東

市民ｾﾝﾀｰ

7/15･8/5･19

午前10時～午後４時 市役所

相談

コーナー
労働相談

商工課労政係

7/6･20･8/3･17

午後１時～５時

消費生活苦情相談

消費生活ｾﾝﾀｰ 65-65
65

月～金曜日

午前９時～午後４時
消費生活

センタ ー

女性就業相談

問 商工課労政係

毎 週水・金曜日

午前10時～午後４時

内職

相談室

相談名 日 時 会場

法律相談

毎週火･木曜日と毎月第2･第4月曜

日午後1時~5時､毎月第1月曜日午

前9~正午(いずれも予約制)

市

役所

相
談
コ
ー

ナ
ー

税務相談 7/10･8/12午後1時~4時30分

登記相談 7/17・8/21午時4時30汾

行政相談
7/13・27・8/10

・24 午後１時～ ３時

住宅相談 毎週水曜日午前10時～午後4時 市役

所
相
談

コー

ナー

発明相談 7/8･8/12 午後1時～3 時

交通事故・市

政・一般相談

毎日午前８時30分～午後５時

(土曜日は午後Ｏ時30分まで)

市
民

相
談
室

心 配ご と相 談・ 人権 相 談

会　場 日　時

市役所，

相談コーナー
第１～第４金曜日

午前

１０時～

午

後３

時

常盤平支所 7/1･8/5
馬橋支所 ◎07/6・◎8/3

六実支所 ◎7/7･◎8/4

小金原
市民センター

７/2･8/6

小金

市民センター
7/7･8/4

新松戸

市民ｾﾝﾀｰ ◎7/1･◎8/5

※労働相談は柏労働基準監督署(0471-63-0245 番）、東葛飾支

庁商工労政課 61-2115 番）でも行っています。

巡回 年金 相 談

両民柑 談室(金 銭問題 の相談も行いま す)

※○ 印は心配ご と相 談のみ

※人権 相談 は干葉 地方法 務局 松戸支局

063-6278 番） でも 行っていま す。

人権相談＝援護課庶務係､心配ごと相談＝

社会福祉協議会　68-0503番

会　場 日　時

常盤平支所 7/3・８/４

午前10

時
～

午
後
３
時

小金支所 7/7 ・8/7

小金原支所 7/10 ・8/11

馬橋支所 7/14 ・8/12

六実支所 7/17 ・8/18)

新松戸支所 7/21 ・8/21

矢切支所 7/24 ・8/25

東部支所 7/28 ・8/28

※上 記以外の日は 国民 年金課へ

国民 年金課適用係

ア
ン
ケ
ー
ド
調
査
結
果

便
利
さ
と
快
適
さ
の
調
和
を

生きた川の流れるまち

清らかな水の流れは、身も心も健やかにしてくれます



安全確実な口座振替のご利用を

1992 年(平成４年)６月２０日(5)広報まつ

ど

生

活

排

水

対

策

推

進

計

画

き
れ
い
な
水
を
復
活
さ
せ
よ
う

基
本
計
画
を
達
成
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
河
川
の
水
質
を
浄

化
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

市
で
は
、
こ

れ
ま
で
も
積
極

的
に

水
質
浄
化
対
策
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
ま
と

め
、
効
率
的
に
水
質
を
向
上
さ

せ
て
い
く
た
め
星

活
排
水
対
策

推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

施

設

整

備

河

川
の

浄
化

に

効

果

が
大

き

い

下

水

道
の

整

備

計

画
に

つ

い

て

は

、

平

成
2
3
年
の

使

用

率

（
下
水
道
使
用
人
口
目
標
値
÷

計画的に下水道を 整備していきます

総
人
口
予
測
数
値
）
を
、目
標
八

〇
％
以
上
に
設
定
し

ま
す
。

合
併
処
理
浄
化

槽
に
つ
い
て

は
、
処
理
対
象
人

員
五
十
人
以

下
の
浄
化
槽
に
対
し
て
、
地
域

を
定
め
て
補
助
を
実
施
す
る
な

ど
、
普
及
に
努
め
ま
す
。

河
川
等
の
直
接

浄
化
施
設
の

設
置
に
つ
い
て
は

、
平
成
２

年

度
に
小
山
浄
化
施
設
が
で

き
ま

し
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
河
川
に

つ
い
て
も
表
３
の
と
お
り
、
設

置
・
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

発

生

源

対

策

水
質
浄
化
の
も
う
一
つ
の
柱

に
な
る
の

が
、
市
民
・
事
業
者

の
皆
さ
ん

が
行
う
発
生
源
対
策

で

す
。

施
設
整
備
や
発
生
源
対
策
な

ど
に
よ
り
、「
生
き
た
川
の
流
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
、
き
れ
い
な
水
の
復
活
を
目

指
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま

す
。

河川等直接浄化施設の設置状況及び整備予定計画　　　表３

推進計画の体系
施　設　名 設置場所 浄化方法 浄化水量 設置年度

小山浄化施 設

神田川上流浄化施設

矢切新田堀浄化施設

小山ポンプ場

岩瀬

上矢切

曝気

付
接
触
酸
化
法

1,500府/日

2,500

1,000

平成2年度完成

３年度完成

３年度施工

新坂川水系施設

①二ツ木雨水幹線

②清志町排水路

③大金平排水路

④長津川

6,000m/日

未定

4年度着工

計画中

真間川流域施設 春木川上流 未定 計画中

市
内
河
川
・
手
賀
沼

パ
ネ
ル
展
示
会
を
実
施

期
間
６
月
2
0日

～
2
6日

の
開
庁
時
間
　
会
場

市
役
所
一

階
本
館
新
館
連
絶
通
路

汰
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
補

大根を洗う 姿が見ら れた坂川

(明治38年､江戸幕府最後の将軍徳川慶喜撮影：徳川文武氏提供)

助
金
相
談
窓
口
も
開
設
し
て

い
ま
す
。

周一
生
活
環
詭
課
生
活
環
境
係

平
成
４
年
度
教

科
書

展
示

会

７
月
１
日

～
４
日

・
６

日
　

会
場
相
模
台
小
学
校

（
6
3
-
4
2
4
5
番
）

学
務
課
　
6
6
-
7
4
5
7
番

原

爆
被

爆
者

に
見

舞

金
を

差

し
上

げ
ま

す

対
象
本
年
７
月
１
日
現
在

市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
、
外
国
人
登
録
原
票
に

記
載

ま
た
は
登
録
さ
れ
て
い
て

、
被

爆
者
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
　

金
額

年
額
七

千
五

百
円

７
月
１
日
～
2
0
日
の
間

に
、
印
鑑
、
被
爆
者
健
康
手
帳
・

申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
を
持

っ
て
、
直
接
援
護
課
窓
口
へ

県

民
の

日

「
東

葛

ふ

る
さ
と

フ
ェ

ア
」

６
月
2
1
日
午
前
1
1
時
～
午

後
４

時
　
会
場
Ｊ
Ｒ

船
橋
駅
北

口
お
祭
り
広
場
　
内
容
東
葛
地

域
の

特
産
品
な
ど
の
展
示
即
売

域
振
興
課
振
興

係

７
月

は

「
社

会
を
明

る
く
す

る
運

動
」

強
調

月
間

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ

う
と
い
う
全
国
的

な
運
動
で

す
。
期
間
中
、
下
表

の
行
事
を
行
い
ま
す
。

援
護
課
庶
務
係

千

葉
県

中
小

企

業
技

術
開

発

計

画
書

を
募

集

７
月
４
日
ま
で
に
、
直
接

県
商
工
労
働
部
工
業
課
(
0
4
3
-
2
2
3
-

2
7
2
5

番
）
へ

道
路
の
不
法
占
用

み
ん
な
が
迷
惑

明
市

民

セ
ン

タ

ー
と
図

書
館

分
館

が
休
館
し

ま

す

休
館
期
間
1
0
月
１
日
～
５

年
３
月
3
1
日
　
休
館
の
理
由

改
修
工

事
の
た
め

地
域
振
興
課
施
設
係

手数料・保険料・各種税

柏

陵

高

校

開

放

講

座

星

空

教

室

７

月

１１
日

～
1
2
月
2
0
日

の

毎

週

土

曜
日

午

後
６

時
～
1
0
時

会

場

県
立

柏

陵

高

校
　

費

用

実

費

県

立
柏

陵

高

校

開
放

講

座

係

0
4
7
1
-
7
4
-
8
5
5
1

番日時 会場 内 容

7/4

午後1時

30分～2時30分

松戸駅

西口ﾃﾞｯｷ

松戸矢切高専学校吹奏

楽部の演奏による、広

報活動

7/9

午後10時~午後謫

市原 穂

2階

第3会麗室

保護日による青少年更生
保護相談

納
期
を
守
り
ま
し
ょ
う

市
・
県
民

税
（
第

一
期

納

期
限

）

・
６

月
3
0

日

国

民
年

金
保

険

料

・
６

月

分

国

民

健
康

保

険

料

（
第

一
期

納
期

限

）

・
６

月
3
0
日

事

業

所

税

…
４

月

決
算

の

法

人
と

４

月

中
に

事

業

所
用

家

屋
を

新

・

増

築
し

た

建

築
主

は

６

月

が

申
告

納

付

月
で

す

。

し

尿
処

理

手

数
料
（
人

頭

制
）
第

一

期

…

６

月
3
0
日

早
め

に

納

付

（
納

入

）

お

願
い

し

ま

す

。

実
施
状
況
、
財
政
的
援
助
に
係

わ
る
事
務
処
理
状
況
（
安
全

課
）
、
市
民
会
館
等
の
利
用
状
況

(
市
民
会
館
・
各
支
所
）
、
工
事

及
び

資
材
の

入
札
並
び
に
契
約

状
況

、
未
登

記
市
道
路
の
調
査

及
び
登
記

事
務
状
況
、
道
路
及

び
準
用
河
川
の

占
用
事
務
状
況

(
土
木
部
管
理
課
）
、
市
道
及
び

側
溝
の
清
掃
状
況

（
道
路
課
）
、

水
路
の
新
設
及

び
維
持
管
理
状

況

（
都
市
水
路
課
・
河
川

課
）

工

事
及
び
資
材
の
入

札
並
び
に

契

約
状
況
（
計
画

業
務
課
）
、
下

水
道
の

新
設
及
び
維
持

管
理

状

況

（
工
務
第
１
課
・
工

務
第
２

課
）
、
下

水
道

使
用
料
及
び
受
益

者
負
担
金
の
収
納
状
況

（
計
画

業
務
課
・
施
設
課
）
、
市
営
住
宅

の

管
理
状
況
、
工
事
及

び
資

材

の
入

札
並
び
に

契
約
状
況

（
住

宅

課
）
、
建
築
物
等
の

設
計
図
書

の
作

成
及
び
委
託
状
況
（
建

築

課
）
、
屋
外
広
告
物
法
に

基
づ
く

一
連
の

事
務
処
理
状
況
、
違
反

建
築
物
の

現
地
確
認
及
び
是
正

処
理
状
況
（
建
築
指
導
課
）
、
工

事
及

び
資

材
の
入

札
並
び
に
契

約
状
況

、
公
園
及

び
街
路
樹
等

の

維
持
管
理
状
況

（
公

園
緑
地

し
ケ
丘
四
丁
目
他
道
路
補
修
工

事
恋
松
戸
第
１
－
―
処
理
分
区

汚
水
枝
線
工
事
（
３
-
３
エ
区
）

○
監
査
対

象
事
項
＝

設
計
基
準
の

状
況
、
設
計
図
霽
等
の
適
否
、
設

計
見
積
の
適
否

、
施
工

計
画
の

状
況
、
工

事
の

施
工
状
況
、
各
種

検
査
の

状
況

○
監
査
の
期
日
＝
平
成
４

年
３

月

○
監
査
の

結
果
＝
設
計
・
施

行
等

監

査
対
象
事
項
に

係
わ

る
監
査

結
果
は

、
お
お
む
ね
適
切
で
あ

り
、
特
に

指
摘
す
べ
き
事
項
は

見
受
け
ら

れ
な
か

っ
た
。

監
査
結
果
の
公
表

平

成
３

年

度
の

定

期
監
査

及
び

随
時

監
査
（
工

事

監
査

）

結
果
の

概
要

を

次
の
と

お
り

公

表
し

ま

す
。

平
成
４
年
６
月
９
日

松
戸
市
監
査
委
員

加
藤

光
治

原
島

康
廣

糠
信

作
男

元
橋

ス
ミ
子

〔
定

期

監

査

〕

○

監

査

対

象
機

関

＝

環

境
保

全

部
、
清
掃

部
、
市
民

部
、
土
木
部
、

下

水
道
部
、
建
築
部
、
公
園
緑
地

部

、
消
防
局

○
監
査

対
象
事
項
＝
配
当
予

算
の

執
行

状
況

、
委
託
料
の

事
務
処

理
状
況
、
財
甼

備
品
の
維

持
管

理
状
況
（
共
通
事
項
）
、
雑

草
等

の
除
去

状
況

、
し
尿
浄
化
槽
の

設
置
及

び
指

導
状
況

（
生
活
環

境

課
）
、

公

害
苦

情
と
処

理
状

況
、
公

害
発
生
源
の
規
制
・
指
導

状
況
（
公
害
課
）
、
廃
棄
物
の
収

集
運
搬
処
分
の
状
況
、
ご
み
再

資
源
化
の
促
進
状
況
（
清
掃
第

１
課
・
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
)

、
し
尿
処
理
手
数
料
の
賦
課

調
定
及
び
収
納
状
況
（
清
掃
第

２
課
）
、
最
終
処
分
場
の
維
持
管

理
状
況
（
施
設
課
・
日
暮
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、
住
民
実
態
調
査

の
状
況

（
市
民

課
・
各
支
所
）
、

公
金
取
扱
の
状
況

吊

民
課
・
各

支
所
・
安

全
課
）
、
証
紙
の
受
払

状
況
、
国
民
健

康
保
険
給
付
金

の

取
扱
状
況

（
市
民
課
・
各
支

所
）
、
交

通
安
全
施
設
整
備
事
業

力を合わせ

課
）
、
白
井
聖
地
公

園
及
び
総
合

公

園
の

推
捗
状
況
（
白
井
聖

地

公

園
課
・
総
合
公
園
建

設
事
務

所
）
、
証
紙
の

受
払
状
況
、
予
防

査
察
の

状
況
、
火
災
・
救

急
及

び

そ
の

他
の

災
害
出
動
の
状
況
　

財
政
的

援
助
に

係
わ
る
事
務
処

理
状
況

（
消
防
局

）

○
監
査
の

期
間
＝

平
成
４

年
１
月
　

７

日
～
３
月
3
1日

○
監
査
の
結
果
＝

監
査
結
果
は
、

お
お
む
ね
適
切
と
認
め
ら

れ
た

〔
随

時

監

査

（

工

事

監

査

）
〕

○
監
査
対
象
工
事
＝
(
１
)
小
金
き
よ
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松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ

ー
管

弦
楽
団

定

期
演
奏

会

６
月
2
7日

午
後
６

時
開
演

会
揚
市
民
会
館
　
費
用
千
円

内
容

ブ
ラ
ー
ム
ス
作
曲
交
響
曲

第
一
番
ほ
か

桑
原
　
4
3
-
9
3
9
0
番

か
っ
ぱ
組
の
「
お
ま
た
せ
！

一

日

遊

ぼ

う

会

」

６
月
2
8
日
午
前
１
１
時
～
午

後
５

時
　

会

場

新
松

戸

中

央
公

園
　

費
用

四

百
円
　

内

容

は
ん

う
炊

飯

と

集

団

遊
び

相
田
　
4
4
-
5
8
3
9
番

催
し

物

松
戸
子
ど
も
劇
場

日 時 場所 内 容 費用

特別

公
演

6/27
午後６時30分

市 民 劇 場
玉木孝治ビブラ
フォン･ドリーム

大人2,000 円
学生1,700 円
小学生1,500円

地域

公
演

6/28
午前11時

梨香台小学校
｢笛づくり

コンサート｣ 1,000円
(材料費を含む)

6/28(
日)

午後４時30分
中 部 小 学 校

高
橋
　
6
1
-
1
6
0
6
番

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

親
と

子
の
東

京
湾

視
察

会

８
月
１
日

①
午
前
1
0時
～

正
午
②
午
後
１

時
～
３
時
　

乗

船
場
所
千
葉
中
央
ふ
頭
　

定
員

①
②
と
も
に
小
中

学
生
の
親
子

二
百
五
十
人
　
内
容
視
察
船
に

よ
る

千
葉
港
周
辺

視
察
な
ど

７
月
1
0
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
’
、
封
書
に
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
、
乗
船
希
望
時
刻

全
員
の
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
2
6
0
千

葉
市
中
央
区
市
場
町
一
-
一
千

葉
県
庁
環
境
部
水
質
保
全
課
水

質
監
視
係
(
0
4
3
-
2
2
3
-
3
8

1
6
番
）
へ

文

化

財

の

史

跡

め

ぐ

り

７

月
９

日

・
1
0
日

・
1
6

日

・
1
7
日

の

午

前
９

時
3
0

分

か

ら
　

コ

ー
ス

市

役

所
↓

新

松

戸

郷
土

資

料

館
↓

本
土

寺
↓

小

金

北
市

民

セ

ン

タ

ー
（
昼

食

）

↓

万

満
寺
↓

小

野

遺

跡

発
掘

現

場
↓

戸

定
歴

史
館
（
解

散

）
　
定

員

各

回

二
十

人

（
応

募

多

数
の

場

合

は

抽
選

）

６
月
3
0
日
必
着
で
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
日
（
第
二
希
望

ま
で
）
を
記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
五
六
松
戸
市
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
（

6
6
-
7
4
6
2
番
）
へ

※
ハ
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
二
人
ま
　

で

申

し
込

み

で

き

ま

す

。

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

７
月
１
１
日
午
後
９
時
3
0
分

伊
勢
丹
松
戸
店
前
集
合
、
１
２
日

午
後
1
0
時
松
戸
帰
着
　
行
き
先
平
標

（
新
潟
県
）
定
員
先

着
四

十
人
　

費
用

大

人

一
万

二

千

円

、

小

学

校
六

年

生

以
下

一

万

一

千

円

（

バ
ス

代

・

保

険
料

を

含

む

）

松

戸

市

山

岳
協

会

・

高

橋

豊

8
7
-
１
７
８
４
番

高

齢

者

問

題

と

福

祉

の

集

い

-
安
心
し
て
老
後
を
く
ら
す

た
め
に
-

７
月
５
日
午
前
１
１
時
～
午

後
１

時
　

会

場

勤

労
会

館
　

内

容

在

宅
介

護

・

年
金

・

健

康

相

談

な

ど
　

費

用

五
百

円

高
齢
者
の
集
い
実
行
委
員
会
・

高
木
8
6
-
6
0
7
7
番

フ

ラ

メ

ン

コ

と

ケ

ー

ナ

の

夕

ベ
ア

月
1
6
日

午

後
６

時
3
0
分

開
演
　

会

揚

市
民

劇

場
　

費
用

大
人

二

千
円

、
高

校

生

以
下

千

円

キ
リ
ヤ
バ
ン
バ
・
柴
田
4
3
-

7
1
7
4

番
（
夜

間

の
み

）

公

民
館

講
座

講
座
・
講
演

日　　 時 内　　 容 講　　 師

7/3
午後

１時30分

～３時30分

古典文学に見る

妻と母

桐朋学園大学

助教授

長江 信之氏

7/9

与謝野晶子20世

紀初頭の女の視

点

聖徳学園短期大

学助教授

長江 曜子氏

会
場
矢
切
公
民
館

内
在
住
・
在
勤
者

対
象
市

７
月
１
日
ま
で
に
、
電
話

で
矢
切
公
民
館
｀
6
8
-
1
2
1

4
番
へ

音
楽

の
広
場

（
合

唱

講
座

）

６
月
2
3日

午
後
１
時
3
0分

～
３
時
3
0分
　

会
揚
市
民
会
館

費
用
テ
キ
ス

ト
代
二
千
七
百
円

社
会
教
育
課
市
民
文
化

係

花

壇
作

り
講

習
会

６
月
2
6日

午
後
２
時
～
４

時
　
会
揚
運
動
公
園
会
議
室

対
象
1
0
月
に
実
施
予
定
の
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
で
き
る
団

体
（
自
治
会
・
事
業
所
・
学
校

な
ど
）
　
講
師
千
葉
大
園
芸
学

部
・
渡
辺
重
吉
郎
氏

６
月
2
4
日
ま
で
に
、
電
話

で
(
財
)
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
（
市
役
所
内
）
へ

陸
上
競

技
公

認
審

判
員

資
格

取

得
講

習
会

７
月
５
日

午
前
９
時
～

午

後
４
時
　

会
場
運
動
公
園
　
対

象
十
八
歳
以
上
の
男
女
　

費
用

無
料当

日
会
場
で

松
戸
市
陸
上
競
技
協
会
・
鵜

沢
1
6
4
-
7
5
5
5
番

女
性

オ
ス
ト

メ
イ

ト
社

会
適

応
訓

練
講

習
会

６

月
2
7日

午
後
１
時
3
0分

～
４

時
　
会
場
市
川
市
文
化
会

館
　
対

象
女
性
の
人
工
肛
門
・

人
工

膀
胱
造
設
者
　
費
用
七
百

円
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千
葉

県
支
部
・
村
山
　
0
4
7
4
-

5
1
-
５
５
８
１
番

青

年
の

た

め
の

社
交
ダ

ン

ス

講

座７
月
２
日
～
８
月
６
日
の

毎

週
木

曜
日
（
全
６

回
）
、
午
後
７

時
～
９
時
　

会
場
青
少
年
会
館

費
用
千
円
　
対
象
十
八
歳
～
二

十
歳
　
定
員
男
女
各
十
五
人

サ
ン

デ
ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・

福
沢
　
4
8
-
4
2
2
6
番

無
添

加
食

品
の

講
習
会

７
月
１
日
團
午
前
1
0時
～
午

後
１

時
　
会
場
市
民
会
館
料
理

教
室
　

内
容
カ
ル

シ
ウ
ム
う
ど

ん
・
キ
ャ
ラ
メ
ル
　

持
ち
物
エ

プ
ロ
ン
・
ふ
き
ん
・
三
角
き
ん

定
員
先

着
三
十
人
　

費
用
無
料

圉
電
話
で
松
戸
市
消
費
者
の
会

・
深
谷
・
1
8
7
－
1
6
4
6

番
へ

ス
ク

エ
ア

ダ
ン

ス
初

心
者
講

習
会７

月
４
日
～
1
0月
3
1日
の
毎

週
土
曜
日

、
午
後
７
時
～
９
時

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

三
千
円

松
戸
パ
イ
ン
コ
ー
ン
ズ
・
中

田
　
4
1
-
7
5
6
6
番

ダ
ル

マ
・

盆
養

菊
植
え

込
み

講
習

会

７

月
５
日

午
後
１
時
～
４

時
　

会
場
市
民
会
館
　
費
用
無

料
　
内

容
植
え
込
み

実
技

千
松
菊
花
会
・
君
島
　
8
7
-

1
4
5
0

番

女
子

労
働

問
題

講
座

７
月
７
日

午
前
1
0時
1
5分

～
午
後
３
時
2
5分
　

会
場
県
自

治
会
館
千
葉
市
）
　
定
員
先

着
百
五

十
人
　

費
用
無
料

予
葉
県
商
工

労
働
部
労
政
課

0
4
3
-
2
2
3
-
2
7
4
4
番

奇

術
（

初

心

者

）
講

習

会

６
月
2
8
日
、
７
月
５
日
・
１
２

日

の

各
日

曜
日

、
午

後

１

時
～

４

時
　

会

場

婦
人

会

館
　

費
用

三

千
円

松
戸
奇
術
会
・
岩
田
　
6
2
-

2
7
1
5

番

女

性

就

業

技

術

講

習

会

科　　 目 内 容 対象 期間 定員

経理事務科
簿 記検定

３ 級程度

初心

者

9/10 ～10/29 の毎週 火・木・

金曜日 、全21回
30
人

ワ ード ・プ

ロ セッ サ科

基 礎から

３ 級程度

9/10 ～11/19 の毎週月 ・木曜

日、 全21回 各

20
人9/11 ～11/27 の毎週 火・金曜

日 、全21回

会
場

県

女

性
就

業

援

助

セ
ン

タ

ー
　

対

象

技
術

・

資

格

を
身

に

つ

け

、

再

就
職

を

希

望

す

る

女
性
　

費

用

教
材

費

の

み

※
子

供
同

伴
で

の

受

講

は
で

き

ま
せ

ん

。

７
月
2
0
日
・
2
1
日
午
前

９
時
１
１
時
3
0
分
、
午
後
１
時

～
４

時
3
0
分
の

間

に

、

本
人

が

印
鑑
と
官
製
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
、

直
接
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ

ー
（
千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
四
-

二
千
葉
県
経
営
者
会
館
内
・

0
4
3
-
2
4
7
-
8
5
4
2
番
）
へ

家
庭

教
育

講
演

会

７

月
３
日

午
前
９
時
5
0分

～
正

午
　
会
揚
市
民
劇
場
　

費

用
無
料
　
内
容
わ
が
子
の
輝
き

が
み
え
ま
す
か
　

講
師
東
京
家

庭
教
育
研

究
所
・

東
條
り
え
氏

明
る
い
社
会
づ
く
り
松
戸
推

進
協
議
会
・
吉
田
　
6
-
7
3

8
9
番

母

子
寡

婦
家

庭
対

象
和

裁
講

習

会７

月
1
2日
～
2
6日

、
９
月
６

日
～
1
0月
４
日
の

各

日

曜

日

（
八
日
間
）
、
午
前
９

時
～
午
後

４
時
　

会
揚
矢
切
公
民
館
　

内

容
女
性
浴
衣
ま
た
は
ウ
ー
ル
着

物
　

費
用
材
料
費
実
費

惠
７

月
４
日
出
ま
で

に
、
電
話

で
福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ

ウ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ

ジ

基
礎
講
座

午前10時30分～正午 午後1時～２時30分

7/2 ﾗｲﾌ ﾌﾟﾗﾝの考え方 女性と ボラ ンテ
ィ ア活動

９ 千葉はたらく女 環境問題と女性

13 家族の曲がり角 家 事労働と パート タ イム労働

1

6

女性と法律 高齢化社会を生きる

3

0

｢らしさ｣を考えるえる自立と自由への歩み

会
場
千
葉
県
文
化
会
館
　

対

象
県
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
先

着
二
百
五
十
人

県
青
少
年
女
性
課
女
性
政
策

室
・
0
4
3
-
2
2
3
-
2
0
6
1
番

６
月
は
男
女
雇
用
機
会
均
等

月
間
で
す

い い と こ 卜

■　　　　　　　　　　　　　　　･･=k
I　I　　　　　　　　　　　　　　 ’j

ほ 見 っ け た ノ

あ
な
た
の
身
近
な
、
ち
よ
つ
と
す
て
き
な
場
所
を

広
報
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

定
年
で
退
職
し
ま
し
た
の
で
、
毎
日
の
よ

う
に
、
釣
り
に
来
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
車
が
入
れ
な
い
か
ら
静
か
だ
し
、

清
掃
も
行
き
届
い
て
い
る
の
で
、
の
ん
び
り

釣
り
を
楽
し
め
ま
す
。

釣
っ
た
魚
は
、
皆
さ
ん
持
っ
て
帰
ら
ず
、

放
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

私
に
と
っ
て
、
掛
け
替
え
の
な
い
憩
い
の

場
所
で
す
。

古ヶ崎

青木正さん

昔から残る自然をできるだけ生

かして整備し、平成３年３月に都

市公園「まこも池緑地」としてオ

ープンしました。

広さは0.68ヘクタール。池の周

りの湿地帯に休憩ができる木製デ

ッキや通路があり、水性植物など

を見ながら散策できるようになっ

ています。

もともと、ヘラブナや⊃イガよ

く釣れる所で、休日ともなるとた

くさんの太公望でにぎわいます。

主水新田

釣りができる公園

まこも池緑地

ト

レ
ー
ニ

ン
グ

機
器

操

作
講

習
会６

月
2
7日

午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
揚
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館
　

費
用
無
料

対
象
高
校
生
以
上
の
男
女
（
三

十
歳
未
満
の
人
優
先
）
先
着
二

十
人電

話
で
青
少
年
会
館
本
館
　

4
4
-
8
5
5
6
番
へ



1992 年(平成４年)６月２０日[7]広報まつ

ど

ご参加ください　情報

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ
教

室

内 容 日 時 会場
費用

ディスクゴ

ルフ教室

７／５･12

午前９時～

午後１時

小 金 原

中央公園 保
険
料
二

百
円

バレーボー

ル教室

7/7 ～28の

各火曜日

午後７時～

９時

小 金 原

体 育 館

当
日

会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
松
丸
　
4
3
-

6
6
0
8

番

スポーツレクリエーション祭(地域祭)

江戸川クリ ーン作戦(６月７日)

松

戸
市

民
ゴ

ル
フ

競
技
大

会

期
日
①
女
子
の
部
＝
７
月
1
0

日

②
男
子
の
部
＝
７
月
2
9日

会
揚
紫

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
あ
や
め
コ

ー
ス
　

定
員

①
先

着
六
十
人
②
先
着
二
百
人
（
ど

ち
ら
も
学
生
を
除
く
）
　
費
用

四
千
円

６

月
2
0日

午
前
９
時
か
ら
、

指
定
用
紙
に
費
用
を
添
え
て

、

運
動
公
園
会
議
室
へ

松
戸
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ

協
会
事
務
局
・
小
林
・
6
5
-
4

8
3
8

番

市

民
水
泳

教

室

会
揚
中
央
公
園

プ
ー
ル

６
月
2
8
日
正
午
～
午
後
１

時
の
間
に
、
費
用
を
添
え
て
直

接
中
央
公
園
プ
ー
ル
事
務
所
（
岩

瀬
四
八
七
-
一
)
へ

松
戸
市
水
泳
協
会
事
務
局
・

富
田
（
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
内
、
午

後
１
時
～
３
時
)
　
4
1
-
2
1

2
1
番

コース 期日 時間 対 象 費用

一 般

一

期
7/20 ～24

午後

５
時30

分
～７時

小学校４年生以
上の市民

各期先着100人
（成人女性コー
ス有り）

各三

千
円

二

期
7/27 ～31

親 子 7/20～24
小学校１～３年
生の児童と親
先着30組

五千

円

市

営

屋
外
プ

ー
ル
一

般
開

放

期
間
７
月
１
日

～
８
月
3
1日

開 放 場 所 開放時間 費用 開 放中 止 日

運動公園プール

63-9554番

一回

目

午
前
９
時
～11

時

※７

／
１

～20

の
間
の
月
～

金
曜
日
は
一
回
目
は

あ
り
ま
せ
ん。

二
回
目
＝

正
午
～

午
後
２
時

三回

目―

午
後
３
時
～

５
時

，※

総
入
れ
替
え
制
で
す。

大人

二
百
円

子供

五
十
円

7/12･26
日

８／４日･ ５日･
６日

(水泳大会のため)

中央公園プール

63-6863 番

７／６日･13日・20
日の各月曜日

※７月21日以降は
月曜日も開放しま

す。

新松戸プ ール

42-9332番

東部スポーツパ
ークプ ール

91-0944番

ス
ポ
ー
ツ
課
（
運
動
公
園
内
）
6
3
-
9
2
4
1
番

地 区 種 目 期 日 会　 場 問い合わせ

本 庁

グラウンドゴルフ・ソ

フト バレ ー・ラージ卓

球・インディアカ

7/5
南部小学校

新沢

62-0342番

明

グラウンドゴルフ・ソ

フト バレ ー・ラージ卓

球

上 本 郷

第二小学
校

村松

64-2927番

矢 切

グラウンドゴルフ
7/19

矢切小学校

平川

62-0578番
ソフト バレー・バウン

ドテニス

7/1

2

東 部

ソフト バレー・インデ

ィアカ・ラージ卓球 7/5
東部ｽﾎﾟ
ｰﾂﾊﾟｰ
ｸ

渡部

91 ― 1547番

常盤 平

グラウンドゴルフ
7/1

2

常盤平第一
小学校 横山

86-8333番
ソフト バレ ー・インデ

ィアカ

7/19

五香六実

グラウンドゴルフ・ソ

フト バレ ー

六実第三小学校
野中

87-4438番ラージ卓球
松飛台第二
小学校

小金原

グ
ラ ウンドゴ ルフ ・

フラ イング ディ スク
ゴ ルフ

7/5
栗ヶ沢小学校

松丸

43-6608番ソフト バレ ー・バウン

ドテニス・ラージ卓球
7/26 小金原体育

館

小金

グラウンドゴルフ・ソ

フト バレー・インディ

アカ

7/1

9
小金北小学
校

藤咲

44-9248番

馬 橋

グラウンドゴルフ・ソ

フト バレー・インディ

アカ

7/1

2
八ヶ崎小学
校

吉村

41-3323番

新松戸

グラウンドゴルフ・ソ

フト バレ ー・インディ

アカ・ラージ卓球

7/19 新松戸小学
校

香川

43-5580番

※気象条件などにより､中止または時間を変更する場合があります

時 間 午 前 ９時 か ら　対象 各地 区住 民

［ 当 日会場 で受 け付 け（ 電 話で も可 ）

-

保
健
衛
生

愛
の
献
血

期 日 会 場 時 間 主 催

6/24 小金原市民
センター

午前９時30分～
１時

健康づくりブループ
｢小金原｣

2
5

健康増進
センター

健康づくりプループ
｢矢切｣

７／３

小金市民
センター

健康づくりグループ
「ＫＴＫ」

市民会館
駐 車 場

午後１時30分
～４時

にこにこ商店会

健
康
管
理
課
業
務
係

婚
前
新
婚
学
級

期　日 時 間 内 容

6/29
午後

６
時30

分

～

８時30

分

結婚つ
て 親になるつて どんなこと？

教育心理劇研究センター･時田 光人氏
※血圧測定・尿検査を無料で実施

7/6
気がついてからでは遅すぎる(妊娠、出産の心得)

医師･ 国立 公衆衛生院･ 林　 謙治氏
血液検査(貧血･梅毒･風しん抗体価など)を有料で実施

13
幸せな家庭設計のために

保健婦
※検査結果をお知らせします。

会
揚
勤
労
会
館
　
対
象
未
婚
・

新
婚
の
男
女
二

人
で
も
可
）

６
月
2
5
日
ま
で
に
、
電
話

で
健
康
管
理
課
小
金
方
面
保
健

室
へ

お

知

ら

せ

母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
・
助
成
の
手
続
き
を

対
象
十
八
歳
未
満
の
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
所
得
税
非
課

の
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
と
子

ま
た
は
父
母
の
い
な
い
十
八
歳

未
満
の
児
童
。
今
ま
で
助
成
を

受
け

て

い

た
人

も
含

み

ま

す
。

助
成
さ
れ
る
医
療
費
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
し
た
と
き
の
保
険

医
療
費
と
保
険
調
剤
費
の
自
己

負
担
額
（
附
加
給
付
な
ど
を
控

除
し
た
額
）
　
手
続
き
①
前
年

の
所
得
税
非
課
税
を
証
明
す
る

書
類
な
ど
（
あ
ら
か
じ
め
受
給

資
格
者
と
し
て
の
登
録
が
必
要

幼
稚
園
・
福

祉
施
設
・
母

子
家
庭

の
児

童
を

プ
ー
ル
に

ご
招

待

団
体
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ

い
。
母
子
家
庭
の
児
童
の
皆
さ

ん
に
は

、
母
子

福
祉
推
進
員
を

通
し
て

招
待
券
を
お
届
け
し
ま

す
。
　
招
待
期
間
７
月
６
日

～
1
8日

の
平
日
、
午
前
1
0時

～
午
後
１
時
。
母
子

家
庭
の
児

童
は
８

月
７
日

ま
で

電
話
で
と
き
わ
平
ア
ル
ト
ピ

ア
　
8
5
-
1
0
8
0
番
へ

１
実施曜日 時 間 会 場 内容

毎週水曜日

午後

１時30分

～３時30分

健康増進セン

ター

健康相談・機能維
持のための運動指

導やレクリエーシ
ョン

毎週木曜日 小金原体育館

毎週金曜日 常盤平体育館

心 、･- ．- ．ふ- ゛-;.･- 二･ ， ．- - ．;･ふ:.- -･･-･L- ・- 、-. ，,九･､ ｀ヽ -i･- - ・ 。－

リ
ハ
ビ
リ
教
室

対
象
四
十
歳
以
上
で

脳
卒
中

な
ど
に
よ
り
機
能
訓
練
の
必
要

な
人電

話
で
健
康
管
理
課
リ
ハ
ビ

リ
教
室
担
当
へ

市

立
病

院
耳

鼻
咽

喉
科

外
来

診

療６

月
2
6日

は
新
患
の
み

診

療
を
行
い
ま
す
。

市
立
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
　

6
3
-
2
1
7
1
内
線
1
1
3

4
番

中
小
企
業
融
資
制
度
の
金
利
が

７
月
か
ら
再
度
引
き
下
げ
に
な

り
ま
す
。

商
工
課
振
興
係

英

語
ス

ピ

ー
チ
コ

ン
テ

ス
ト

出

場
者

を
募

集

９
月
2
6日

午
後
１
時
3
0分

か
ら
　

会
揚
市
民
劇
場
　
対
象

市
内
在
住
・
在
学
の

高
校
生

７

月
2
0日

ま
で
に
、
電
話

で

松
戸
市
国
際
交
流
協
会
（
秘

書
課
内
）
へ

不
用
品
情
報

譲

り

ま

す

【
家
具
】
◆
貴
金
属
シ
ョ
ー
ケ

ー
ス
千
円
◆
事
務
用
回
転
い

す
無
料
◆
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
四
千
円
◆
ソ
フ
ァ
ー

兼
マ
ッ
ト
レ
ス
無
料
◆
ラ
イ
ィ

ン
グ
デ
ス
ク
１
万
円
◆

三
人
掛
け
ソ
フ
ァ
ー
無
料
◆

ベ
ビ

ー
だ

ん

す

無

料
◆

ス

テ

ン
レ

ス

浴

槽

無

料
◆

鏡

台

無

料【
電
気
製
品
】
◆
ハ
ン
デ
ィ

ス
チ
ー
マ
ー
五
百
円
◆
ス
テ

レ
オ
千
円
・
三
千
円
◆
８
ト

ラ
カ
ラ
オ
ケ
ー
万
円
◆
８
ト

ラ
カ
ラ
オ
ケ
テ
ー
プ
三
十
巻

一
万
円
◆
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ワ

ー
プ
ロ
無
料
◆
充
電
式
バ
リ

カ
ン
無
料
◆
電
気
炊
飯
ジ
ャ

ー
無
料
◆
二
槽
式
洗
濯
機
無

サ
ー
ク
ル

勤
労

者
ダ

ン
ス
サ

ー
ク
ル

毎
週
土
・
日

曜
日
午
後
４

時

～
９

時
　

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
　

費
用
月
二
千
五
百
円

入

会
金
千
五
百
円
）

鈴
木
　
6
3
-
8
4
4
9
番

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
ハ
ッ
ピ

ー
ワ
ン

（
中

級
程
度

）

毎
週
土
曜
日
、
午
後
７
時
～

９
時
　
会
場
常
盤
平
体
育
館

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円

佐
藤
　
8
7
-
3
0
3
9
番

料【
子
供
用
品
】
◆
籐
製
乳
母
か

ご
無
料
◆
二
人
乗
り
Ａ
ベ
ビ

ー
カ
ー
無
料
◆
Ａ
ベ
ビ
ー
カ
ー

無
料
◆
ベ
ビ
ー
体
重
計
無

料【
ス
ポ
ー
ツ

・
楽
器
】◆
女
性

用
剣
道
着
一
式
無
料

【
日
用
雑
貨
】◆
百
科
事
典
二

十
一
巻
無
料
◆
キ
ァ
リ
ア
力

ー
二
百
円
◆
盆
景
の
材
料
無

料
◆
圧
力
が
ま
五
千
円
◆
電

動
ミ
シ
ン
一
万
円
◆
中
国
製

石
絵
二
千
円
◆
英
和
事
典
千

円
◆
キ
ャ
ラ
バ
ン
シ
ュ
ー
ズ

ニ
十
五
㌢
二
千
円
◆
ア
イ
ス

ポ
ッ
卜
千
円
◆
将
棋
セ
ッ
卜

千
五
百
円

◆
編
み
機
無
料
◆

フ
ラ
ン
ス
人
形
ケ
ー
ス
付
き

二

千
円
◆
ミ
ニ
温

室
三
千
円

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆
ジ
グ
ソ

ー
パ
ズ
ル
ニ

種
類

無
料
◆
マ
ッ
ド
レ
ス
三
枚
三

千
円

ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
（
一

枚
に
一
点
）
・
価
格
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
（
昼
間
）
を

明
記
し
て
、
６
月
2
5
日
〔
当

日
消
印
有
効
)
ま
で
に
、
〒

2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-
五

松
戸
市
役
所
消
費
生
恬
課
消

費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に

抽

選
し
、
当
選
者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は

６

月
2
5日

ま
で
に

、
電
話

で

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

価
格
は
一
万
円

ま
で
で
、
食

料
品
、
衣
料
品
、
自
転
車
は

扱
い
ま
せ
ん
。

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービ ス……………………66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11 時

衛生会館内…………………………B65-3430 番

で
す
）
②
初
診
の
際
、
医
療
機

関
な
ど
に
給
付
申
請
書
を
持
参

し
証
明
を
受
け
て
か
ら
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
　
提
出
一
類

①
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
資

格
登
録
申
請
書
②
平
成
３
年
分

所
得
税
納
税
証
明
書
そ
の
一
、

ま
た
は
平
成
４

年
度
住
民
税
証

明
書
（
所
得
証
明
書
）
　
提
出
期

限
６

月
3
0日

母
子
家
庭
医

療
費
＝
福
祉
事

務
所
福
祉
係
、
父
子
家
庭
医
療

費
＝
援
護
課
援
護
係



広報まつど(8

)

第７８３号

こ
こ
は
地
中
海
？

原
田
さ
ん
宅
で
オ
リ
ー
ブ
の
花
満
開

スナップ　ショッ
ト

選
べ
る
か
ら
、
お
い
し
い
ね
！

あなたの撮っ たスナップ 写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せく ださい。 採用の方に

は記念品を差し上げます。

温暖な気候に育つオリ ーブが市内で見ら れるのは、珍

しいとのこと。

25年前、原田さん宅の庭に植えられたころは、･まだ小

さな苗木だったそうですが、今では５～６ｍほどの高さに

なり、秋には濃い紫色の俵形の実がなるそうです。

「料理に出てくるので、いろいろやってみましたが、酸っ

ぱくて食べられないんですよ」と原田さん。どなたか

おいしい食べ方をご存じないでしょう か？

広 報課

新 た に ４ 中 学 校 で 給 食 ス タ ー ト

全国的こも珍しい、ユニークなスタイルの中学校給食

が始まって２年。この４月から４つの中学校でも新たに

始まりました。

「松戸方式」といわれるこの給食は、好みに応じてメ

ニューを選べるようになっており、また弁当の持参もで

きます。メニューは事前に申し込みます。

５月28日、栗ケ沢中学校では、和、洋２つめメニュー

が並んでいました。

給食のために建てられた新しい食堂は、なごやかな雰

囲気に包まれ、ほかのクラスや学年との交流も深まり、

とても楽しそうな食事風景でした。

県予選を突破　がんばれ市立高校

調整に余念があり ません

市立高校の陸上競技部から､3人の選手が県予選を突破、

今月19日からの南関東地区予選大会に出場しています。

選手は、男子1500m で２年生の清水孝弘君・湯浅龍雄

君、ヽ女子100m ハード ルで２年生の甲斐麻子さんの３人。

市立高校では、剣道部と弓道部も今月６日、７日に行

われた関東大会に出場し、健闘しました。

がんばれ、市立高校！

ま
つ
ど
文
学
散
歩
　
3

9

関

口

ふ

さ
え

「
蜂

の
殺

意
」

平

成
二
年
、
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
作
家
の

登
龍
門
と
い

わ
れ
て
い
る
サ
ン
ト
リ

ー
ミ

ス
テ
リ

ー
大
賞
の
読
者
賞
を
関
口
ふ
さ
え

さ
ん
が
受
賞
。「
松
戸
」
を
舞
台
に
し
た
作

品
を
書
く
松
戸
「
在
住
作
家
」（
現
在
は
市

外
に
転
出
）
の
登
場
で
し
た
。

北
小
金
の

本
土
寺
を
も
じ
っ
た
「
本
草

寺
」
参
道
の

喫
茶
店
の
マ
マ

が
殺
さ
れ
た

事
件
か
ら
始
ま
り
、
松
戸
北
警
察
署
（
松
戸

東
警

察
署
の

も
じ
り
）の

刑
事
な
ど
も
登

場
し

ま
す
。
大
部
分
が
松
戸
を
舞
台
に
し

て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て

、
大
変
身
近
に
感

じ
ら

れ
ま
す
。

常
磐
線
北
小
金
駅
を
出
る
と

、
駅
前
の

駐
輪
場
ま
で

彼
女
は
走
っ
た

。

こ
の
駐
輪
場
の
混
雑
と
き
た
ら
全
く
凄

い
。隅

か
ら
隅
ま
で

ギ
ッ
シ
リ
自
転
車
が
詰

っ
て
い
て

、
う
っ
か
り
奥
へ
入
れ
よ
う
も

の
な
ら
外
へ
出
す
の
に

十
分
は
悪
戦
苦
闘

し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い

。

も
っ
と

も
屋
根
付
き
の
駐
輪
場
に

タ
ダ

で

置
か
し
て
も
ら
え
る
の
だ
か
ら
、
文
句

を
言
っ
た
ら
バ
チ

が
当
る
。

本土寺境内

し

か
し

、
今

日

は
ツ

イ

て

い

た

。
道

路
か

ら

数

え
て

三

台

目
に

、
黄

色
い

リ

ボ
ン

を

目

印

に

結
ん

だ

林
子

の

白

い

自

転
車

が
あ

る

。

（
中

略

）

自

転
車

に

飛

び
乗

っ

た

林
子

は

、

商

店

街

を
つ

つ
切

り

、

本
草

寺
の

参

道
を

フ
ル

ス

ピ

ー
ド
で

走
っ

た

。

参

道
は

杉

や

樫
の

大

木

が
両

側
か

ら

枝

を

伸

ば
し

、

昼
で

も

う

す
暗

い

。

お

ま

け
に

三
日

前

、
こ

の

道

に

あ

る

喫

茶

店

で

若
い

マ

マ

が

殺

さ
れ

た

と
い

う

。

あ

ま

り

通
り

た

く

な
い

道

だ

が

、

保

育

園

へ

の

最

短
距

離

は
こ

の

コ

ー
ス
し

か

な

い

。ミ

ス
テ

リ

ー
マ
ニ

ア

で

想

像

力
の

豊

か

な
（
と

、
自
分

で

は

思

っ
て

い

る

）
彼

女

は

、

な

る

べ
く

事

件

の
こ

と

は

考

え

な
い

よ

う

に

し

て

、
脇

目

も
ふ

ら

ず
自

転

車
を
こ

い

た

。そ

う
い

え

ば

従
弟

の

圭

太

が

、
小

金

周

辺
は

水
戸

街

道
の

小

鎌

倉

だ

、
な

ん
て

言

っ
て

い

た

。

東

京
の

ベ

ッ

ド
タ

ウ

ン
と

し

て

発

展

め

ざ
ま

し

い

常

磐

線
沿

線

の
町

の

中

で

、
こ

れ
ほ

ど

落

着
い

て

鄙

び

た
雰

囲

気

を

残

す

町

は

他

に
な

い

、
の

だ

そ
う

だ

。

「
つ

ま

り

、

開
発

が

遅

れ
て

い

る

ん
じ

ゃ

な

い

の

」

そ

う

言

っ
て

、

溜

息

を
つ

か

れ

た
こ

と

を

思
い

出
す

。

た
し

か
に

、
こ

の

辺

り

に

は

お

寺
も

多

い
し

、
樹

木
も

多

い

。
と

く
に

、
う

っ

そ

う

と

茂

る
暗

い

木

立

が

…
…

。

（
あ

あ
い

や

だ

。
ま

た

現
実

を

思
い

出

し

て

し

ま

っ

た

）

並
木

道

は

た

そ

が
れ

の

気
配

が
濃

か

っ

た

。

（
「
蜂

の

殺

意
」
）

（

市

立

図

書
館

）

ア オバ ズ ク

丸い顔　大きな金色の目

黒褐色の身体　腹部に縦じま

全長　　　　　　　　　29cm

翼開長　　　　　　　　71cm

見られる場所　　　森の近く

新緑のころ渡って来るのでこの名がつきま

した。大木の洞穴で営巣し、毎年決まった社

寺や屋敷の林にやってきますが、近年数が減

っています。

夕暮れごろから飛び回り、外灯などに集ま

るがやコガネムシなどを捕まえ、よく電線や

テレビのアンテナにも止まります。

「ホー、ホー」と続けて鳴く、フクロウと

間違える人もいますが、フクロウは「ゴロス

ケホツホー」と冬のうちから鳴き、体もずっ

と大きくなります。
松戸

の野鳥

オリーブ の木と原田さ んご夫妻

原 田 實 さ ん 宅( 松戸) の庭 で

は 、 今( ６月 ２日 現 在) オリ ー

ブ の 白 い 小 さ な 花 が 満 開。 ほ

の か に 甘 い 香 り が 辺 り を 包 ん

で い ま す 。

左から 、甲斐さん、清水くん、湯浅く ん

食堂に集まって、「い ただきます」
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